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本セッションでは，化学物質の環境中の挙動に

関する報告４題と発泡ガラスの安全性に関する報

告１題の併せて５題の発表があった。

「静岡市内の河川におけるノニルフェノール等

の実態と非イオン界面活性剤中の成分」では，非

イオン界面活性剤であるノニルフェノールポリエ

トキシレート（NPE）を使用している工場の工程水

及び河川水を分析した結果，環境ホルモンとして

認定されているノニルフェノール（NP）等をそれ

ぞれ検出した。NPは NPEの生分解によって生成

されると言われているが，工場で実際に使用され

ている NPEには NP等が副成分として含まれて

おり，その影響が無視できないことなどが報告さ

れた。本研究の進展が水環境の改善に繋がること

を期待したい。

「廃ガラスを原料とする発泡ガラスの安全性に

関する研究」では，発泡ガラスの重金属の溶出状

況とその抑制対策について試験を行っている。溶

出試験では，鉛，六価クロム，ヒ素などの有害重

金属が溶出することを確認でき，この溶出を抑え

るためには水酸化カルシウムを２％程度加えれば

効果的であるとしている。これに対して溶出抑制

剤として水酸化カルシウムを選択した理由，ま

た，性状の変化は無いのかという質問があり，演

者は，選択の理由はヒ素の抑制に主眼をおいて水

酸化カルシウムを添加し，また，性状の変化は無

いとの回答をした。溶出及びその抑制試験につい

ては，そのメカニズムを追求すると共に，発泡剤

の使用目的に合わせさらなる検討を期待したい。

「山地における埋設農薬の漏洩拡散状況調査」で

は，ストックホルム条約により１２種類の化学物質

が使用禁止や適正管理が必要になったのを受け

て，演者らは，３０年前に埋設処分され，しかも，

DDTや BHCなどの農薬が漏洩している地域を対

象に土壌中濃度を測定した。その結果では，農薬

検出範囲は侵出水が流れ込んでいる沢筋だけであ

り，水平方向への広がりはわずかであったと報告

した。農薬回収する意図があるかどうかの質問に

対しては，演者は，このような埋設箇所は新潟県

では９７箇所あり，回収するには費用の関係で難し

いものの，将来的には回収および管理等の対応を

していかなければならないと回答した。環境保全

のためにも，全国的に埋設農薬の汚染実態を明ら

かにすることは重要であると考える。

「水中における船底防汚代替塗料の分解」では，

有機スズの代替防汚塗料として使用されているも

ののうち，Sea-Nine２１１，Diuron，Irgarol１０５１お

よび Copper pyrithioneの４種について，大阪港

での汚染実態の調査をし，Copper pyrithione以

外は検出したと報告した。さらに，これらの物質

の微生物分解と光分解について検討したところ，

Sea-Nine２１１と Copper pyrithioneについては，分

解性が認められたが，Diuronと Irgarol１０５１につ

いては変化が認められなかったとしている。代替

塗料といっても水産資源に対するリスクは未知の

ため，今後も調査を継続され，さらに，水生生物
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に対する影響についても検討課題として取り上げ

て頂くことを期待したい。また，一部の外国船籍

については依然として有機スズが使用されている

こともあり，有機スズの実態も合わせた監視およ

び研究を継続されることを期待したい。

「北海道内における多環芳香族炭化水素につい

て」では，北海道内の河川，湖沼，港湾内の底質

中の多環芳香族炭化水素（PAHs）の実態調査の報

告であった。大都市，工業地域等の底質では，予

想通り，PAHsが高濃度で検出されており，なか

でも，ある港湾での値は日本の最高汚染地域に匹

敵することが報告された。演者らは，毒性が強い

とされる１６種類の PAHsについても同時に測定し

ており，B（a）p�１６PAHsの比の高さから，間接的

にも B（a）pの存在量の多さが推察できた。PAHs

は，人為活動に伴って排出される物質であり，大

気中から河川底質に至るまでかなりの汚染が広

がっているものと推察される。今後は，定期的な

監視を継続すると共に，その浄化分解方法に至る

まで，研究が進捗することを期待したい。

本セッションではダイオキシンや PCB等の化

学物質の分析法および精度管理に関する４題の発

表があった。

「四重極型 GC/MSによる PCBの分析方法の検

討及び底質中 PCBの起源推定」は，PCB異性体

同士および夾雑物による妨害を抑える目的で

DMSO／ヘキサン分配による前処理を行い，高分

解能 MSとほぼ同等の結果を得たとの報告であっ

た。さらに，この分析法を実際の海域底質に適用

し，重回帰分析によって，海域底質に含まれる

PCBの起源を推定した。前処理法の工夫により，

四重極 MSでも高分解能 MSと同等の結果を得た

点，汚染起源の推定に重回帰分析の適用の可能性

を示した点で貴重な発表であった。

「ダイオキシン類分析における高圧液体抽出法

の問題点と運用方法の最適化」は，時間のかかる

ダイオキシン類の分析操作のうち，抽出法の迅速

化を目的に，高圧液体抽出法を中心にした検討を

行った結果の報告であった。土壌試料を対象に，

標記方法，高速自動ソックスレー抽出法および超

音波還流抽出法を現行法であるソックスレー法と

比較した。抽出法の違いにより，異性体組成の変

化が起こっていることがわかり，この部分につい

てはさらなる検討が必要であるが，TEQ値は比

較的良い一致が見られた。他の媒体への応用が期

待される。

「不正軽油関連廃棄物中の鉱物油成分及びクマ

リンの分析」は，不正軽油に関連すると考えられ

る廃棄物の由来を特定することを目的に，５％含

水シリカゲルクロマトグラフィーを利用した前処

理方法に関する報告であった。その結果，廃棄物

中に含まれる成分を効率的に分画でき，廃棄物中

から重油および灯油の識別物質であるクマリンを

妨害なく分析することができた。さらに，トリメ

チルフェナンスレン類およびベンゾ[a]ピレンが

重油の混入指標となることを見いだした。廃棄物

の素性を明らかにする上で，極めて有用な報告で

あった。

「京都府がダイオキシン類環境測定を委託した

外部機関への精度管理について」は，測定結果の

信頼性確保を目的に専門家・行政機関で構成する

精度管理検討会およびその下に環境研究所の研究

員で構成するワーキンググループを設置し，それ

らの検討結果についての報告であった。委託先か

ら提出された結果の精査，委託先への査察および

クロスチェックを通して，問題点の洗い出しを

行った。研究所を含む行政機関が，外部委託した

分析結果を的確に評価することは非常に重要であ

り，このような評価システムはダイオキシン類環

境測定に限らず応用が利くことから，他の機関に

とって非常に参考となる報告であったと思われ

る。さらなる信頼性の向上のための手法が注目さ

れる。

各座長によるセッション報告 １１
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本セッションでは，オキシダントに関するもの

２題，VOC，自動車交通影響に関するもの各１題

の研究報告が行われた。

「キャニスターを用いた大気中 VOCsの１週間

平均化採取法の検討」は，有害大気汚染物質の年

平均値を求めるため，一般に行われている１回／

月×１２回／年に代わって１週間／回×４回／年程

度の調査で推定可能という姫野らの報告に基づ

き，１週間の採取期間中 VOCs成分の変化等につ

いて調べたもの。１日ごとに７日間採取した試料

と７日間連続採取した試料とを比較した結果，低

濃度で定量下限に近いものを除き大部分の VOCs

でその濃度差は１０％以内に収まった。一部濃度差

が大きかったものはコンタミネーションに起因す

るものとみられ，また懸念された採取期間中の温

度，湿度およびオゾン濃度はキャニスター内での

VOCs濃度に影響を与えないことが分かった。

「兵庫県における週末オキシダント濃度に関す

る一考察」は，アメリカ合衆国大都市周辺で平日

（月～金曜日）より，週末（土，日曜日）にオキシダ

ント濃度が増加する傾向にあるという報告を受け

て，兵庫県でも１９７６～２００３年度のデータを集計し

たところ同様の傾向が見られたことを報告したも

の。日曜日は Ox濃度は高く，NO，NOx，NMHC

は逆に低い。フロアからは Oxを消費する NOが

低いため，Oxが高くなったのではないかとの質

問も出たが，今後，原因についてさらなる検討が

望まれる。

「西日本及び日本海側における光化学オキシダ

ント濃度の特徴」は国環研と自治体との共同研究

として２００１～２００３年度の３年間にわたって行われ

たものである。西日本の２０自治体で光化学オキシ

ダントの月平均濃度の推移を調べたところおおま

かに４つのパターンに分類され，しかも地域ごと

に特徴的であることがわかった。タイプ①は４，

５月に大きなピークがあり７月以降横ばいで推移

するもので北陸，近畿北部，山陰で見られ，タイ

プ②は４，５月に大きなピークがあり９，１０月に

も小さなピークがある二山型で，四国東部，九州

で見られた。タイプ③は４，５月に小さなピーク

があり７月以降横ばいで推移するもので，四国瀬

戸内海沿岸で見られ，タイプ④は４，５月に小さ

なピークがあった後，１１，１２月まで徐々に低下す

るもので，近畿中部，東海，長野で見られた。ま

た，島根県で春季に高濃度が観測されるときは日

本列島の広範囲にわたって高濃度になることが報

告された。本研究は２００４年度以降も新たに関東・

東北参加自治体も参加して行われており，オキシ

ダントの生成・移流等について貴重な知見が得ら

れることが期待される。

「自動車排出量推計値と局地汚染濃度の関係に

ついて」では，川崎市内の局地汚染を解明するた

め，車の走行量および走行パターンから交差点付

近の NOxおよび PMの濃度を推定した。交差点

を通過する車両の走行方向別に NOx濃度への寄

与を調べた結果，測定地点の前を走行する方向が

推定値と実測値の相関が高く，ついで工業地域か

ら交差点を経て測定地点の対向側にいたる走行方

向が高かったというもの。なお，本発表はモノク

ロの OHPで行われたが，肝心のデータが図表の

背景色でつぶれてしまってほとんど見えず，せっ

かくの研究であったがフロアの視聴者に十分理解

されたとはいい難いのが残念であった。

本セッションでは，大気の粒子状物質のうち

PM２．５に関するもの１題，黄砂に関するもの１

題，また，人口を考慮した大気環境評価に関する

もの１題の研究発表が行われた。

「名古屋市における大気中 PM２．５の成分濃度と

特集／第３１回環境保全・公害防止研究発表会１２
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発生源寄与率の推定」では，名古屋市における大

気中 PM２．５の成分測定結果から，発生源の推定

が行われた。

ケミカルマスバランス法による発生源寄与率の

推定では，ディーゼル排ガスおよび二次生成分の

占める割合が高いことが示されており，とくに幹

線道路沿道では元素状炭素の濃度が高くディーゼ

ル排ガスの寄与が大きいことが実証された結果と

なっている。また，イオン成分濃度には季節によ

り変動を示すものが含まれることが示された。

PM２．５は，その人体に対する健康影響の点から

注目されており，今後，継続していけば，有意義

な結果がでることが期待される。

「SPM測定機のテープろ紙中の黄砂成分につい

て」では，富山県においてライダーモニタリング

システムにより黄砂が観測された日の β 線吸収

法自動浮遊粒子状物質計の測定後のろ紙を分析す

ることにより，黄砂成分の解析が行われた。

自動測定機から得られる試料はハイボリューム

エアーサンプラーと較べると吸引量が少なく，ま

た，ガラス繊維テープろ紙のブランク値が高いこ

とから，金属の分析にはテフロン製のろ紙の検討

が必要であるとの結果が示された。

一方，水溶性イオンでは，黄砂飛来時の特有の

成分である Ca２＋と K＋が SPMと相関がみられ，黄

砂の影響が確認されたことが示された。

この方法を用いることにより，黄砂の広域的な

影響調査が可能であることが示された報告であっ

た。

「人口を考慮した大気環境評価」では，大気汚

染の常時監視データと人口を解析することによ

り，千葉県における人口を考慮した大気環境の評

価方法の提案が行われた。

千葉県および周辺１都３県の大気汚染常時監視

データと千葉県の人口を３次メッシュデータ化

し，濃度階級に対する人口を求め，大気環境の評

価を行おうとする試みであり，１９９２年に提案され

たものに２０００年度のデータを追加し，報告された

ものである。

この結果，従来の評価方法である平均濃度，環

境基準達成率等からみると改善されているとされ

るものでも，暴露人口からみると異なる結果にな

るものがあるなど，大気環境を評価するうえで，

人口が一つのファクターと成り得る可能性がある

ことを示す興味深い報告であった。

本部門では大気環境技術に関して３件の発表が

あった。

「ディーゼルエンジンを利用した多機能脱臭装

置について」は臭気ガスをディーゼルエンジンの

燃焼空気として燃焼させ，そのときの高熱により

分解・脱臭する技術についての報告である。

この方法ではエンジン使用による燃料の消費が

必要であるが，エンジンによる発電や排熱の利用

が可能であり，これを有効活用できれば環境にや

さしい技術となる。試験結果では高い分解率が示

され，実用化が開始されている。

課題として，騒音の影響が考えられるが，防音

技術も進歩していることから大きな問題ではない

と考えられる。しかし，吸引ガス量は５m３/min

程度に制限されるので，大容量のガス処理は困難

であると考える。

「臭気指数測定の高精度化の検討とマニュアル

の作成」は臭気測定の方法として三点比較式臭袋

法が広く用いられていることから，そのマニュア

ル作りとそれに伴う精度向上の検討を行ったもの

である。

研究のポイントとしては臭気測定を行うパネリ

ストの嗅覚の個人内変動による誤差を最小限に抑

えるかにあり，精度向上の方向が示された。悪臭

公害は依然として大きな課題であり，臭気モニタ

リング方法の改良は重要と考えられる。

「畜産系コンポスト化処理時の臭気低減化に関

する研究―残留臭気の低減化（二次処理）に関する

研究―」は，一次処理として散水によりアンモニ

アを除去した後，残存した臭気ガスを微生物利用

して除去する技術に関する報告である。

各座長によるセッション報告 １３
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近年，微生物を利用した脱臭技術が開発されて

いる。微生物脱臭は複雑な装置を使用しない簡易

な方法であり，主に臭気の二次処理として利用が

進行している。

研究のポイントは微生物を固定する担体の選定

にある。この研究では軽石，ゼオライト，砂，竹

チップ，カキ殻，オガ屑などが検討された。カキ

殻が良好な性能を示したことは，今日，カキ殻が

廃棄物として大量に排出されていることから注目

される。

本セッションでは地球環境と題して，酸性雨関

連が２題，温暖化関連が１題報告された。

「高野・熊野における酸性雨金属腐食調査」で

は，和歌山県における酸性雨による文化財への影

響を簡易的に調査するため，大理石・金属腐食調

査を実施した結果が報告された。和歌山県の都市

部３地点と文化財が位置する郊外２地点（高野・

熊野）における調査結果について，試料重量の変

化を降雨量，曝雨試料と被雨試料の比較等で検討

したところ，雨が多い地域と少ない地域の分類は

可能であったが，大気環境による差異を見出すま

での結果は得られなかったことが報告された。会

場からは，雨の成分，大気汚染物質濃度との関連

を検討し，さらに調査を重ねることを要望する意

見が出された。

「黄砂による酸性雪中和の効果について」では，

黄砂による酸性雪の中和効果についての推定結果

が報告された。鳥取県に飛来する黄砂１回あたり

の平均降下量を推定し，その平均降下量に相当す

る標準黄砂試料による室内実験を行い，積雪中で

の酸性度の変化や中和の進行度により黄砂の中和

効果を推定している。１９９３～２００２年度のデータに

よる推定結果では，鳥取県への年間平均降下量は

非降水時で１．６ton/km２，降水時で２．１ton/km２と推

定され，１回の黄砂により５０cm程度のしまり雪

の積雪を中和する効果があることが示された。

黄砂には共に飛来する汚染物質の影響も指摘さ

れており，今後これらの汚染物質の影響について

も研究が進行することが望まれる。

「原料を異にしたバイオディーゼル燃料（BDF）

の規格適合性について」と題して愛媛県で計画さ

れているバイオマスエネルギープロジェクトの一

環として取組んでいるバイオディーゼル燃料につ

いて EU統一規格への適合性を検討した結果が報

告された。休耕田で栽培可能な油糧作物９種およ

び廃食用油２種から１１種類の BDFを合成し，原

料組成に起因する品質および各精製過程の不純物

除去の効果を検討し，５種（ナタネ，ヒマワリ，ゴ

マ，ダイズ，ベニバナ）は適していると報告され

ゴマは最適と評価された。

BDFについては，温暖化対策として幾つかの

NPOや自治体で取り組まれているが，不純物・

残留物の処理等の問題も指摘されており，本研究

の今後の成果が期待される。

本セッションでは，環境水質の汚濁状況の簡易

評価法開発事例１題と河川，池および湖沼の水質

特性調査に関する事例３題の発表があった。

「清浄地域に位置する明神池の水質特性調査」で

は，奈良県南東部に位置し，流出入河川が無い明

神池についての調査結果報告があった。池の水質

の特徴は，県内の他の河川やダム湖と比較して

pHや電気伝導度が低いこと，また pHは硫酸イ

オンと負の相関を示していることであった。これ

らのことから池の水質は酸性雨の影響を受けてい

ると推測されることが述べられた。質問として

「平成１４年１０月２８日には，CODおよび SSが前後

特集／第３１回環境保全・公害防止研究発表会１４
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の期間と比較して２倍近く増加しているのは何故

か？」があり，「クロロフィル aおよび顕微鏡観

察から植物プランクトンによる増加と考えられ

る」との回答が述べられた。

「奈良県内における河川の酸性化調査」では，奈

良県の主要な４水系の河川水の調査結果から，

「酸性雨の影響の受け易さ」として報告された。奈

良県全体から見ると，酸性化を受けやすい地点

は，県東部に多く見られた。「酸性化のし易さは，

地質との関連か」という質問が出され，回答とし

て，「地質だけではなく人口の影響があると考え

られる」ことが述べられた。

「溶存酸素（DO），懸濁物質量（SS），化学的酸素

要求量（COD）による水質の簡易評価方法」では，

河川の水質を５つに分類する試みがなされた。

DO，SSおよび CODを軸とする三角形レーダー

チャートを作成し，DOのみが高いとき A型（清

浄），CODのみが高いとき B型（有機汚濁），DO

と SSが高いとき C型（無機汚濁），CODと SSが

高いとき D型（無機汚濁＋有機汚濁），その他は E

型に分類する，というものであった。下水処理場

の影響について「今回の分類に用いたデータは，

下水処理場の影響を受けているか」という質問が

あり，「調査流域の下水処理場は下流沿岸部にあ

り影響は少ないと考えられる」ことが述べられた。

「底泥からの窒素・リンの溶出メカニズムの解

明―久々子湖の場合―」では，湖での窒素・リン

の溶出の機構を解明するために，水質および細菌

検査が行われ，ここで得られた多くの知見が発表

された。汽水湖である久々子湖の塩分躍層につい

ては，過去１０年間の調査結果から，４月から１２月

の間に約７０％の頻度で躍層が形成されており，逆

に２月には躍層が崩壊しやすくなることが示され

た。微生物の活動について，�ORPが底泥境界

面上３０cmから０cmまでの間で急激に減少して

いること，�境界面上５０cmから０cmまでで DO

が２ppmと少ないこと，�境界面直上水中に好
気性細菌および嫌気性細菌が多く検出されたこと

から，「境界面上約３０cmから０cmまでの間で微

生物活動が盛んである」との考えが示された。硝

化について，底泥の ORPおよび細菌検査から，境

界面０cmから底泥下１．５cmの領域が硝化域に該

当することが示された。また栄養塩の溶出につい

て，底泥間隙水の栄養塩測定値および底泥堆積速

度データより，底泥が堆積してから２～３年で泥

中の５０％以上の窒素・リンが溶出するとの計算結

果が示された。「リンの溶出の原因となる硫酸還

元菌の測定方法」について質問があり，福井県立

大学で行っている方法について述べられた。

本セッションでは，理化学的水質から生物の生

息状況を把握することを試みた調査研究３題と化

学薬剤による死魚事例報告１題の発表があった。

「公共用水域における死魚事例について」は，沖

縄県内の公共用水域における死魚事故の原因調査

と対策に関する報告であった。河川水と魚体内か

らクレゾール，ナフタリンが検出され，それらに

よる急性中毒と推定されたが，その流出場所は現

在も不明とのことであった。県の事故対応マニュ

アルにはプランクトンが生物試験項目として入っ

ているが，ベントスの調査が原因究明に役立つと

会場から参考意見があった。「色素ルテインによ

る博多湾東部浅海域のアオサ堆積状況の推定」で

は，富栄養化した閉鎖性内湾域で大発生するアオ

サの堆積状況を，底泥中の黄色色素ルテインと

ORPを測定することで推定したものである。ア

オサは栄養細胞が大きく成長してグリーンタイド

を形成する（不稔性アオサ）が，底泥におけるアオ

サの分解過程で，緑藻綱等の藻類に特有の含有成

分であるルテイン濃度や ORPが増減することか

ら，底泥のコアサンプルを採取し，これらの推移

からアオサが底泥に堆積している状況や分解の進

行状況を推定している。今後は調査地点を増や

し，長期間継続的に調査データを蓄積すること

で，さらに詳しくアオサの状況を把握できるよう

になることが期待される。

「香川県のため池におけるアサザの生育環境に

各座長によるセッション報告 １５
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ついて」は，絶滅危惧Ⅰ類（香川県版レッドリス

ト）に分類される希少水生植物であるアサザは，

香川県では久米池（ため池）で唯一自生が確認され

ているが，本報告はその池の水質や底質，分布域，

水位，花型等の調査を行い，アサザの生育に適し

た環境を明らかにしたものである。この池では，

ため池としての貯水機能の見直しにより整備が行

われ，その一環としてアサザ観察用遊歩道の工事

も行われた。その後アオコが常時発生するように

なり，アサザへの影響が懸念されていた。調査の

結果，アサザの自生域の底泥は砂が８０％を占め他

区域と比較し特異的であったことから，砂質が自

生要因の一つとの考えが示された。また，自生域

は工事後も保持されていたが，工事区域内では

COD，SS，N，P，クロロフィル aに上昇がみら

れたことを明らかにしている。本調査の成果が，

アサザ保護につながることを期待したい。

「理化学的水質及びプランクトン調査による湖

沼水質特性の総合評価」は，これまでにも富山県

内の主要湖沼について，理化学的水質とそこに生

息するプランクトンの特徴から水質特性の総合評

価を試みているが，この報告は熊野川ダム貯水池

を評価したものである。調査の結果，熊野川ダム

貯水池の水質は，アルカリ土類炭酸水素塩区に属

し，カルシウム―炭酸水素塩型であること，湖沼

の環境基準との比較では CODが B類型，全窒素

および全りんがⅢ類型に相当すること，プランク

トンは多くの種，細胞数が確認されたことが報告

され，これらのことから内部生産が COD上昇の大

きな原因になっていることなどの考えが示された。

これらの成果は地味だが貴重な資料である。今後

の富栄養化対策等に有効活用していただきたい。

本セッションでは，水質浄化，動態分析に関す

る４題の発表があった。

○「浸透槽汚水の性情およびその処理の実態」

下水道が未整備で側溝等がない地域では，敷地

内に浸透槽を設け地下浸透させている。浸透槽汚

水の性状等について調査を行った。その結果，浸

透槽汚水の水質が生活排水程度であること，汚水

の収集頻度が２カ月に１回程度であること等が発

表された。また T―Nが高いことから浸透槽から

の窒素による周辺地下水への影響を確認すること

が必要であるとしている。

○「海藻活用水質浄化事業（第２報）」

松島湾の富栄養化防止対策の一つとして，大型

褐藻類のアカモクを利用した以下のプロジェクト

事業について発表された。

１） 水質浄化機能の実験

２） 微生物学的な浄化能試験

３） 食品機能成分試験

４） 飼肥料としての有効性試験

５） 環境学習への応用

６） 藻場の適正配置シミュレーション

いずれについてもアカモクの有用性が認められ，

今後も松島湾の水質改善につなげたいと紹介して

いる。関連する機関と連携したプロジェクトの成

果として，地方環境研究所の今後の一つの方向性

を示唆するものとして興味深い内容であった。

○「山林からの流出汚濁負荷」

長野県内の湖沼に流入する負荷の多くを占めて

いる山林からの降雨時の流出汚濁負荷状況調査

を，野尻湖流域をモデルとして行った結果につい

て発表された。降雨時，晴天時の水質特性等の

データが示され，今後は流域の地形等も考慮した

流域の特性に応じた原単位の当てはめにより，よ

り正確な負荷量を得ることが課題としている。質

疑の中で，環境基準の達成について人為的汚染が

ない状態でも困難であることについて，基準のあ

てはめが妥当ではなかったのでないかとの指摘が

あった。

○「都市近郊林生態系における物質の動態」

都市近郊林が都市が自然環境に及ぼす影響を測

る指標の一つとしての役割，また都市環境の悪化

を防止する一手法としての活用の観点から，主要

イオンの動態，炭素の動態について発表がされ

た。ウォッシュアウト成分の分析から，都市近郊

特集／第３１回環境保全・公害防止研究発表会１６
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林は近隣の影響を受けやすい場であること，土壌

が炭素のリザーバーとしての役割を果たしている

ことが紹介され，都市近郊林の活用を図るために

は，以上の物質の動態を考慮し林地生態系の健全

性を確保すべきとしている。

本セクションは環境生物というキーワードでま

とめられているが，内容は毒性，リモートセンシ

ング，水質浄化および生殖異変と多岐にわたる４

題であった。

はじめの「マダイにおける Aryl hydrocarbon re-

ceptorの特性とダイオキシン類毒性評価の解明」

では，マダイのダイオキシンに対する感受性を明

らかにするため，AHレセプター（AHR）の同定と

組織別発現量の測定，および２，３，７，８―tetrachlo-

rodibenzo―p―dioxin（TCDD）のマダイに対する毒

性影響を評価した。マダイの AHR１は８４６アミノ

酸，予想分子サイズは９３．２kDa，AHR２は９９０アミ

ノ酸，予想分子サイズは１０８．９kDaであった。ま

た発現量は，AHR１は脳に，AHR２は心臓で高かっ

た。マダイの発生初期における TCDDの暴露に

よる影響は，致死，成長遅延等の典型的なもので

濃度依存であった。

次演題は「環境アセスメントデータとリモート

センシング衛星画像による生物生息環境の評価」

で，生物の多様性を定量的・客観的に評価するた

めに，リモートセンシングの衛星画像から生物多

様性と周辺環境を推察する試みであった。紹介さ

れたのは，埼玉県を例として，Landsat―５を衛星

画像に用い，キロメートル毎の平均輝度を算出し

独立変数に，環境影響評価書鳥類調査データーに

基づく生物情報を従属変数にして重回帰分析を

行って得られたポテンシャルマップであった。

「水生植物，貝，ミジンコによる水質浄化」で

は，水域に生息する動植物により用水路の水が浄

化される場合の懸濁態および溶存態物質の除去率

や時間的な濃度変化を明らかにするために，モデ

ル化した装置で検討した結果を報告したもので

あった。沈水植物，オカメミジンコおよびサカマ

キガイをいれた水槽に農業用水を通すと流入水中

の懸濁物質が沈降し，流出水の透明度が向上する

現象がみられた。水質を測定すると，この水槽を

通すことにより，懸濁態の COD，SSおよびクロ

ロフィル aの除去率が高かったことから，水槽内

での懸濁態の沈降に起因していることがわかった。

最後の「都内水域の魚類生殖異変とエストロゲ

ンの流入負荷」は，内分泌攪乱物質の魚に対する

影響に関して，１９９８年度から２００３年度までの約５

年間における多摩川でのフィールド調査結果を総

括した報告で，生殖線の観察，ビデロゲニン

（VTG）の測定さらに水質調査と多方面からの検討

内容であった。魚の生殖腺の観察では精巣卵の見

られるものがいくらかあり，また，雄ボラの VTG

濃度を測定すると，運河部にくらべ沖合部で採捕

したものが高い傾向がみられた。水質分析からエ

ストロゲン２成分の濃度は下水処理場の影響が大

きい運河部が高く，内分泌攪乱作用を有するノニ

ルフェノールはメダカ VTG産生の予測無影響濃

度とほぼ同値であったことから，魚類への生殖異

変に対する影響は下水処理場からのエストロゲン

の寄与が大きいと結論づけていた。

これらの演題を総括すると，比較的学問的な要

素の高い報告が多く，これらの研究で得られた知

見は，将来実用化および環境保全のための対策を

講じる際，重要な基礎資料になることが期待され

る。
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